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第 36 回 道志中学校若鮎祭

道 志 村 民 憲 章
私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。
この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは
一、自然を愛し平和な村をつくります。
一、生産に励み豊かな村をつくります。
一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村
をつくります。

一、人情といたわりの心を養い、福祉の村
をつくります。

一、明るく健康で、活力ある村をつくります。

今年のテーマは、「和～心の Pieceをつなごう～」
今年初めて全校生徒で縄跳びを行いました。
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AEDによる救護救命訓練（月夜野会場）

水難救助訓練（長幡会場）

バケツリレーによる消火訓練（久保会場）

消火器による消火訓練（神地会場）三角巾による救護訓練（川原畑会場）

体験放水（善之木会場）
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「第１回全国源流サミット」が下記のとおり道志村で開催されます。
このサミットは、全国源流の郷協議会加盟団体の町村長等の参加のもと、全国の源流でどんな取り
組みが実践されているかを解明し、未来に向かって何が出来るかを真剣に議論し源流の価値と可
能性を共に探求していくとと
もに、流域内住民、企業、団体、
行政が共に連携する事によ
り、源流地域・下流地域の役
割等を再認識し、源流地域が
未来に存続し、輝き続ける事
の出来る社会の構築を目指す
ことを目的としています。
尚、参加希望者は、申し込み
が必要な為、別紙用紙で申し
込みを行ってください。

問い合わせ 道志村役場内 第１回源流サミット実行委員会事務局 ☎52－2111

外国資本による森林買収に関する情報について
最近、外国資本による日本国内の水源付近での山林買収に関する報道を見かけますが、その背景には水資源
の獲得が大きな目的だとされています。水源付近の山林の所有権が外資を含む様々な主体に渡れば、森林が本
来果たすべき水源涵養機能が失われ、人々の安心・安全の維持に支障を来す問題が生じる恐れもあります。
道志村は、「日本一の水源の郷をめざして」を村づくりの将来像として、日本一の水にふさわしい日本一の
環境を作っていくために、水源地や渓流の積極的な保全と美しい景観の形成を推進しています。
この大切な道志村の森林を安易に手放すことなく皆様と共に守っていきたいと思いますので
ご協力をよろしくお願いします。

外資による森林買収に関する情報がありましたら下記までお知らせください。
道志村役場 産業振興課 林政担当 TEL５２－２１１４

「プロネクサスの森」協定書調印式を開催しました
役場では、村内民有林の森林整備・保全を促進するため、企業等の支援を募るとともに、趣旨に賛同していた
だける森林所有者の方々から、間伐や枝打ちなどの森林整備・保全活動を行う協力地を募り、協力していただけ
る方の森林と、企業の要望のマッチングを行う「どうし森づくり事
業」を推進しています。
９月23日（木）には、やまゆりセンターにて、村が進める民有林
整備・保全活動に賛同し、同活動への寄附を決定した株式会社プ
ロネクサスと、仲介役を担う財団法人オイスカ、協力地を提供して
くださる森林所有者、役場の関係4者代表による協定書調印式を開
催しました。
今後は、平成23年度から27年度の５カ年計画の中で、枝打ち・
間伐などの森林整備活動を行います。また、これらの活動の一環と
して、1年間に１～２回、プロネクサス社員ボランティアが森林保
全活動や村民の皆さまとの交流活動に訪れます。

第１回源流サミット開催！

調印式の様子
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区 分     料 率 等       説       明
所 得 割 1.50％ 賦課基準所得 × 1.50％
資 産 割 15.00％ 固定資産税額 × 15.00％
均 等 割 9,500円 加入者数   × 9,500円
平 等 割 9,000円 １世帯当たり
※介護分保険料の賦課限度額は、10万円です。

国民健康保険からのお知らせ国民健康保険からのお知らせ国国国国民民健健康保康保保険険かからのおお知らせせ

平成 22年度の国民健康保険料率が決定しましたのでお知らせします。
国民健康保険は、加入者みなさんで保険料を出し合い、病気、ケガ、出産などに
関して必要な医療費等の保険給付を行っていく制度です。私たちの健康を守る大切
な国民健康保険を正しく理解し、みなさんでこの制度を守るためにも保険料は期日
までに納めましょう。

区 分     料 率 等       説       明
所 得 割 4.45％ 賦課基準所得 × 4.45％
資 産 割 40.00％ 固定資産税額 × 40.00％
均 等 割 24,000円 加入者数   × 24,000円
平 等 割 23,000円 １世帯当たり
※医療分保険料の賦課限度額は、50万円です。

区 分     料 率 等       説       明
所 得 割 1.55％ 賦課基準所得 × 1.55％
資 産 割 14.00％ 固定資産税額 × 14.00％
均 等 割 8,500円 加入者数   × 8,500円
平 等 割 8,000円 １世帯当たり
※後期分保険料の賦課限度額は、13万円です。

●後期分内訳

●介護分内訳（40歳以上65歳未満の方のみ）

＜問い合わせ＞ 住民健康課（☎５２－２１１３） 国保医療係  まで

＜国民健康保険料の計算方法＞
国民健康保険料は、下記のとおり、医療分と後期分と介護分にわかれています。

国民健康保険料 ＝ 医療分 ＋ 後期分 ＋ 介護分
※医療分と後期分と介護分のそれぞれに違う料率を設定し、加入世帯単位で年間保険料額を算出します。

＜平成22年度 国民健康保険料の料率＞
●医療分内訳



（５）

＜問い合わせ＞ 住民健康課（☎５２－２１１３） 国保医療係  まで
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問い
合せ

基礎調査の目的
基礎調査は、土砂災害防止対策基本指針に基づき、県が概ね５年ごとに土砂災害警戒区域等の指定等を行
うために実施するものです。（法第4条）

基礎調査とは
「基礎調査」とは、土砂災害によって被害を受けるおそれのある
土地に対して以下のような調査を行うことを言います。
◆地形・地質・降水等の調査
◆土砂が到達すると予想される範囲の調査
◆土地の利用状況の調査
これらの調査結果をもとに警戒区域、特別警戒区域の範囲を設定します。

調査内容について 
がけ（斜面）や渓流及びその周辺の地形を巻尺等で計測し、スケッチや写真撮影により記録します。調査
の実施にあたって、樹木の伐採や杭等の設置は行いません。

調査対象期間・地域
平成２２年１０月上旬頃～平成２３年２月下旬頃まで
東神地、中神地、釜之前、大指、川原畑、池之原、谷相、西和出村、東和出村、岩瀬地区の一部

調査のご協力とお願い
「基礎調査」は山梨県から委託を受けた民間業者の調査員が実施します。
現地では、斜面や、谷の状況を調査するため、皆様の土地に立ち入らせて頂くこともありますが、この法
律の主旨をご理解の上、調査員の立ち入り等にご協力ください。立ち入りの際は、住民の方に声をおかけし
てから調査を行います。

山梨県富士・東部建設事務所吉田支所河川砂防管理課 TEL 0555‑24‑9044
道志村役場  産業振興課 地域整備係 TEL 0554‑52‑2114

土砂災害防止法に基づく現地調査を行います
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若者定住促進住宅入居者募集のお知らせ
本年度、建設中の道志村若者定住促進住宅の２戸の入居者を募集します。平成２３年４月からの入
居が出来ますので、希望する方は産業振興課までお申し込みください。

１．入居資格・・・入居希望の方は、次の掲げる条件のすべてを具備する者でなければなりません。
①現に同居し、又は同居しようとする親族（入居者の配偶者、または配偶者および直系の親子
関係にある者）があること。
②世帯全員の収入が公営住宅法で定める基準を超える収入であること。
③入居者の年齢が、２０歳以上４０歳未満であること。
④入居者及び同居者が村税等の滞納をしていないこと。
⑤現に住宅に困窮していることが明らかな者であること。
⑥村内に住所を有する者または道志村へ転入する者であること。
⑦道志村営住宅条例で規定する村営住宅に入居していない者であること。

２．申込時に必要な書類
●入居者、同居者
①入居申込書 ②所得証明書 ③住民票の写し ④印鑑証明書 ⑤納税証明書
●連帯保証人
①所得証明書 ②住民票の写し ③印鑑証明書
●連帯保証人条件
①独立の生計を営む者であること。
②所得金額が村で認める額を超える者であること。

３．申込期間
平成 22年 10月１日（金）
～12月 28日（火）まで

４．選考方法
申込者が複数いる場合は、
書類審査後に公開による抽選
を行い入居者を決定します。

５．問い合わせ・申込先
道志村役場 産業振興課
地域整備グループ
建築住宅担当

☎０５５４－５２－２１１４

※家賃は、月額４万円（乳幼児、小中学校児童生徒がいる世帯については、減免あり）
※入居予定日は、平成２３年４月になります。
※住宅では、犬・猫等のペットを飼うことは出来ません。
※敷金として家賃の３ヵ月分を納入していただきます。

診療所跡地に建設中の住宅完成予想図

場 所 住宅名 戸の位置 構 造 床面積 部 屋 備 考
道志村
7404番 地

若者定住
促進住宅

１号室 
２号室 木造２階建 97.30㎡

(１戸当)
３ＬＤＫ
トイレ･UB 

延床面積
194.61㎡

設置の目的 道志村への定住を希望する若者に対し、良好な賃貸住宅の供給で定住化の促進を図る。
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発
表
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

第
三
十
六
回
若
鮎
祭
テ
ー
マ

﹁
和
～
心
の
pieceを
つ
な
げ
よ
う
～
﹂

一
日
目
︵
開
祭
式
・
文
化
の
部
︶

体
育
館
を
建
築
中
の

た
め
小
学
校
の
体
育
館

を
お
借
り
し
て
一
日
目

を
実
施
し
ま
し
た
。

開
祭
式
で
は
、
生
徒

会
本
部
役
員
が
、
大
き

な
布
に
テ
ー
マ
を
も
と

に
し
た
意
気
込
み
を
書

道
で
表
現
す
る
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。そ
し
て
、生
徒
会
長
の
長
田
真
一

君
の
声
高
ら
か
な
開
祭
宣
言
が
体
育
館
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。

第
三
十
六
回
若
鮎
祭
特
集

1年生合唱

２年生合唱

３年生合唱２年演劇３年演劇

１年演劇

二
日
目
︵
体
育
の
部
・
閉
祭
式
︶

二
日
目
は
、

穏
や
か
な
天
候

の
中
、
グ
ラ
ン

ド
で
体
育
の
部

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
学
年
別

種
目
や
全
校
種

目
、
全
校
縦
割

り
の
３
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
て
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

取
り
組
み
期
間
中
は
、入
場
行
進
や
各
種
目

に
わ
た
っ
て
一
生
懸
命
に
練
習
し
て
き
ま 渾身の力でタイヤ引き

三輪車は難しい！

全校大縄跳びお父さんもパワー全開

息もぴったりムカデ競争

PTA展示準備の様子

閉会式フォークダンス

二
学
期
に
入
っ
て
、
若
鮎
祭
に
向
け
た

本
格
的
な
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、こ
の
間
、保
護
者
の
皆
様
に
は
様
々
な

面
で
御
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
当
日
も
、
生
徒
達
へ
の
温
か
な
御
声
援

と
、
若
鮎
祭
の
運
営
方
針
へ
の
御
理
解
と

御
協
力
を
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。ま
た
、今
後
も
生
徒
達
の
よ
り
良

い
成
長
の
た
め
に
学
校
・
家
庭
・
地
域
の

連
携
と
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。



（９）

山梨県では、全国に先駆け道志村をはじめとした全市町村で公費補助による子宮頸がん予防ワクチン

接種が開始されました。この機会にあえて言うのですが、「予防ワクチン接種のみでは子宮頸がんを完
全には予防できない」のです。 
ではどうすればよいのでしょうか？答えは後で述べますが、まずは子宮頸がんについてお話しましょ

う。

子宮にできるがんには、２種類あります。子宮の入り口付近にできるがんを「子宮頸がん」といい、子

宮の奥にできるがんを「子宮体がん」と呼び、それぞれ下表のような特徴があります。

子宮頸がん予防ワクチンは原因となっているHPV16型、18型に対応したもので、効果は約20年以上持

続すると考えられていますが、子宮頸がんの予防効果は60－70%と残念ながら100%ではありません。
HPVは多くは性交渉時に感染しますが、その約90%は自然消滅します。しかし10%が感染したままと

なり、子宮頸がんになる可能性が出てきます。

ところが子宮頸がんになるまでには、通常数年‑数十年と長い時間がかかるので、定期的な子宮頸がん

検診を受けていれば、がんになる前の状態（前がん病変）を発見し、治療することが可能です。

つまり、子宮頸がんワクチン接種によって感染リスクを減らし、子宮頸がん検診を併用することで、が

んになる前に発見してしまえば、子宮頸がんはほぼ100%予防可能となるのです。

現在20歳から子宮がん検診が公的補助で受診可能となっています。子宮頸がんワクチン接種済みであ

っても、子宮頸がん検診を受け、早期発見に努めましょう。

子 宮 頸 が ん

原      因

30
午前中のみ診察

18

28
研修のため休診

２ 
休診

11
体育の日

24

６５
午前：胃カメラ

４

15
学会のため休診

３

2019
午前：胃カメラ

１

９
午前中のみ診察

16
学会のため休診

23
午前中のみ診察

9／30
研修のため休診

７
研修のため休診

14
研修のため休診

21
研修のため休診

29
午後：乳幼児検診

13

27

12
午前：胃カメラ

26
午前：胃カメラ

25

10

17

８

22

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

※月始めには保険証の提出をお願いします。
※医師の学会出席のため休診日が続きます。お薬がなくならないように早め
の受診をお願いします。

9／26 9／27 9／28
午前：胃カメラ

9／29

11／5 11／6
午前中のみ診察

11／3 11／4
研修のため休診

11／2
午前：胃カメラ

11／131

10
月
の
予
定

診療所だ より

かかりやすい年齢 30歳代が発症のピーク 50歳代

不正性器出血

肥満、高血圧、糖尿病、
更年期障害などのホルモン剤の長期使用

ほとんどなし

ヒトパピローマウイルス(HPV)

子 宮 体 が ん

初 期 症 状
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秋から冬にかけて再流行する恐れがある新型インフルエンザのワクチン接種は、１０月１日から始ま

ります。季節性と新型の混合ワクチンとなり、昨年と違い当初から誰でも接種を受けられます。
混合ワクチンは、中学生以上の方は 1回、小学 6年生までは 2回接種となります。

道志村では、平成 22年 10月１日から平成 23年３月 31日までを、助成対象期間として、65歳以上の

高齢者と中学生までのお子さんを対象に一人 1回接種につき 2,000円の一部助成を行います。

高齢者
■村在住の 65歳以上（平成 23年３月 31日までに満 65歳となる方）
■満 60歳から 65歳未満の方で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能または、ヒト免疫不全
ウイルスによる免疫の機能に障害を有するものとして厚生労働省令で定める方

【接種方法】
①事前に医療機関に予約をしてください。
②保険証・インフルエンザ予防接種予診票・予防接種済票を医療機関へ持参し、お受けください。
（対象者へ予診票は９月末に送付します）
③接種後の医療機関の支払いは、差額分の 1,600円を接種したときに医療機関で支払ってください。
④助成対象期間外又は 65歳に達する前に接種した場合は、助成の対象になりません。
⑤今年は、助成対象期間が国の方針により、２ｶ月延長されます。

中学生まで
■村内在住の中学生までのお子さん

【接種方法】
①事前に医療機関に予約をしてください。
②保険証と母子手帳を医療機関の受付に提示してください。（予診票の個別送付はしません。医療機
関に配布してあります）

③接種後の医療機関の支払いは、1回目のみの差額分 1,600円（及び 2回目接種分）は、自己負担
となりますので接種したときに医療機関で支払ってください。

④ 【その他】
★助成対象者及び助成対象期間中でありながら 1回目の接種に全額支払いした場合は、領収書・
接種済証を大切に保管しておいてください。償還払となりますので、手続については、お問合
せください。
★医療機関については、昨年と変わりませんが、かかりつけの医療機関等の連絡先がわからない
ようでしたらお問い合わせください。
★ワクチン接種推奨期間は、インフルエンザの流行時期を考え平成 23年１月ごろまでに接種
するようにして下さい。

【問合せ】 住民健康課 52－2113 出羽・伯耆・宮下

新型インフルエンザワクチン接種
10月 1日スタート

新型インフルエンザワクチン接種
10月 1日スタート

新型インフルエンザワクチン接種
10月 1日スタート
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●
富
士
急
経
済
講
演
会
の
お
知
ら
せ

︵
参
加
無
料
︶

日
時
 
平
成
22
年
10
月
30
日
︵
土
︶

14
時
開
演

場
所
 
忍
野
村
民
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

︵
忍
野
村
︶

講
師
 
櫻
井
よ
し
こ
 先
生

演
題
 
﹁
こ
の
国
の
行
方
—
今
後
の
政

治
経
済
状
況
﹂

主
催
 
富
士
急
行
株
式
会
社
・
財
団
法

人
堀
内
浩
庵
会

そ
の
他
 
当
日
来
場
の
方
に
は
、
抽
選

で
櫻
井
先
生
の
サ
イ
ン
入
り

著
作
本
を
進
呈

問
合
わ
せ
先

富
士
吉
田
市
新
西
原
５
–２
–１

富
士
急
経
済
講
演
会
事
務
局

☎
０
５
５
５
-22
-７
１
１
１

●
青
年
団
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
素
は
青
年
団
活
動
に
つ
い
て
格
別
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
に
た
え
ま

せ
ん
。

さ
て
、先
般
本
団
主
催
の
盆
踊
り
花
火
大

会
に
は
村
民
の
皆
様
か
ら
多
額
の
ご
寄
付

を
賜
り
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
無
事
終
え

る
こ
と
が
で
き
、
団
員
一
同
心
よ
り
お
礼

●
10
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

つ
ぼ
み
っ
こ
は
今
月
も
お
子
さ
ん
の
元

気
を
応
援
し
ま
す
。対
象
者
は
、保
育
所
入

所
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
で
す
。

◎
軽
食
・
手
作
り
お
や
つ
を

作
り
ま
し
ょ
う
！

日
時
 
10
月
12
日
︵
火
︶

午
前
10
時
～

場
所
 
神
地
 
山
口
博
康
宅
・
や
ま
ゆ

り
セ
ン
タ
ー

講
師
 
古
谷
け
い
子
栄
養
士

内
容
 
ま
ず
は
さ
つ
ま
い
も
を
掘
っ
て
、

そ
の
後
に
調
理
実
習
。
雨
の
時

は
端
末
機
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

が
、
直
接
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

に
集
ま
っ
て
下
さ
い
。
家
で
も

作
れ
て
お
い
し
い
お
や
つ
が
好

評
で
す
。

◎
楽
し
く
３
ｂ
体
操
を
や
っ
て
み
よ
う
！

日
時
 
10
月
26
日
︵
火
︶

午
前
10
時
～

場
所
 
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

講
師
 
３
ｂ
公
認
指
導
者

大
森
な
な
子
さ
ん

内
容
 
歌
や
音
楽
に
合
わ
せ
て
思
い
っ

き
り
体
を
動
か
せ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
わ
せ
先

役
場
住
民
健
康
課
保
健
師

︵
伯
耆
・
宮
下
︶
☎
52
–
２
１
１
３

●
新
体
力
測
定
の
開
催

20
歳
～
79
歳
の
村
民
を
対
象
に
体
力
測

定
開
催
し
ま
す
。
全
国
平
均
と
比
較
す
る

事
に
よ
り
、
自
分
自
身
の
体
力
の
現
状
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
の
体
力
・

健
康
の
保
持
、
増
進
に
お
役
立
て
く
だ
さ

い
。日

時
 
10
月
８
日
︵
金
︶

午
前
９
時
か
ら

午
後
７
時
か
ら

場
所
 
唐
沢
体
育
館

内
容
 
全
年
代
共
通

︵
握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長
座
 
体
前
屈
︶

20
歳
～
64
歳

︵
反
復
横
と
び
・
立
ち
幅
跳
び
20
Ｍ
シ
ャ

ト
ル
ラ
ン
︶
65
歳
～
79
歳

︵
開
眼
片
足
立
ち
・
10
Ｍ
障
害
物
歩
行
・

６
分
間
歩
行
︶

募
集
定
員
 
30
名

申
込
期
間
 
10
月
７
日
︵
木
︶
ま
で

申
込
み
・
問
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
 
社
会
体
育
係

☎
52
–
１
０
２
０

●
﹁
道
志
村
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア

２
０
１
０
秋
﹂
出
展
者
募
集
！

﹁
緑
と
清
流
と
歴
史
の
郷
﹂で
あ
る
こ
の

道
志
村
で
、
手
づ
く
り
に
よ
り
生
れ
た
多

く
の
ク
ラ
フ
ト
を
沢
山
の
人
に
触
れ
て
い

た
だ
き
、
作
り
手
と
使
い
手
の
交
流
の
場

を
設
け
る
と
共
に
、
地
域
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時
 
平
成
22
年
10
月
10
日
︵
日
︶

11
日
︵
月
︶
午
前
10
時
～

場
所
 
道
の
駅
ど
う
し
 
芝
生
広
場

応
募
資
格

１
 
道
志
村
に
住
所
を
有
す
る
者
。
又
は

道
志
村
に
工
房
等
が
あ
り
主
に
道
志
村

で
ク
ラ
フ
ト
活
動
を
し
て
い
る
者
。

２
 
出
展
者
本
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で

あ
る
こ
と
。

︵
仕
入
品
等
を
展
示
販
売
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。︶

３
 
主
催
者
の
指
示
に
従
い
、
秩
序
を
守

る
こ
と
。

出
展
料
 
１
区
画
 
２
，
０
０
０
円

︵
開
催
期
間
中
︶

出
展
場
所
 
道
の
駅
ど
う
し
 
芝
生
広
場

約
３
ｍ
×
３
ｍ

申
込
締
切
 
平
成
22
年
10
月
１
日︵
金
︶

説
明
会
 
平
成
22
年
10
月
８
日
︵
金
︶

午
後
２
時
～
 
道
の
駅
２
階
会
議
室

問
合
せ
先

道
志
村
役
場
 
観
光
担
当

☎
52
–
２
１
１
４

お

知

ら

せ

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ
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申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
村
の
発
展
と
活
性
化
の

為
、様
々
な
行
事
の
運
営
、参
加
に
務
め
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
 
 
 
 
 
道
志
村
青
年
団

●﹃
11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
で
す
﹄

労
働
保
険
は
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の

総
称
で
す
。労
働
者
の
身
分
を
問
わ
ず
、労

働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主

は
、
労
働
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

就
業
時
間
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者

に
対
し
て
は
労
災
保
険
が
加
入
対
象
と
な

り
、
１
週
間
に
20
時
間
以
上
働
き
、
か
つ
、

31
日
以
上
の
雇
用
見
込
み
が
あ
る
労
働
者

は
、
併
せ
て
雇
用
保
険
の
加
入
対
象
に
も

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

都
留
労
働
基
準
監
督
署
第
二
課

☎
０
５
５
４
-43
-２
１
９
５

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
留

☎
０
５
５
４
-43
-５
１
４
１

●︽
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の

解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す
︾

職
場
内
で
の
労
働
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
の

解
決
は
、
簡
易
・
迅
速
な
個
別
労
働
紛
争

解
決
制
度
︵
無
料
︶
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
山
梨
労
働
局
総
務
部
企
画
室

︵
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
５
︱
２
２
５
︱
２
８
５
１
︶

又
は
、
最
寄
り
の
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ

ー︵
甲
府
、都
留
、鰍
沢
労
働
基
準
監
督
署

内
︶
ま
で
。

●
平
成
22
年
度
行
政
書
士

電
話
１
１
０
番
の
開
設

日
時
 
平
成
22
年
10
月
４
日
︵
月
︶
～

６
日
︵
水
︶

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
 
行
政
書
士
会
事
務
局

﹁
県
下
一
斉
対
面
無
料
相
談
会
﹂

日
時
 
平
成
22
年
10
月
16
日
︵
土
︶

午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で

会
場
 
下
吉
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
合
わ
せ
先

山
梨
県
行
政
書
士
会

☎
０
５
５
-２
３
７
-２
６
０
１

●
戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る

特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
が
、
平
成
22
年

10
月
25
日
︵
月
︶
か
ら
始
ま
る
予
定
で
す
。

・
対
象
者
は
、
戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成

22
年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る
ご

存
命
の
方
で
す
。

・
請
求
受
付
期
間
は
、
平
成
22
年
10
月
25

日
～
平
成
24
年
３
月
31
日
で
す
。

・
当
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、お
待
ち
下
さ
い
。た
だ
し
、平
成

19
年
度
～
平
成
21
年
度
に
特
別
慰
労
品

︵
旅
行
券
等
引
換
券
な
ど
︶を
受
け
て
お
ら

れ
な
い
方
は
、当
基
金
に
お
電
話
下
さ
い
。

請
求
書
類
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

問
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

☎
０
５
７
０
-０
５
９
-２
０
４

︵
受
付
時
間
平
日
９
時
～
18
時
︶

●
﹁
法
務
局
な
ん
で
も
無
料
相
談
所
﹂

の
お
知
ら
せ

日
時
 
平
成
22
年
10
月
24
日
︵
日
︶

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

場
所
 
甲
府
市
北
口
１
丁
目
２
番
19
号

甲
府
地
方
法
務
局
４
階
会
議
室

相
談
内
容

・
相
続
・
売
買
・
抵
当
権
抹
消
等
の

不
動
産
登
記
、
会
社
等
の
登
記
の
手

続
き
に
関
す
る
こ
と

・
お
年
寄
り
の
財
産
等
を
守
る
成
年
後

見
制
度
に
関
す
る
こ
と

・
そ
の
他
法
務
局
の
事
務
に
関
す
る
こ
と

問
合
わ
せ
先

甲
府
地
方
法
務
局

☎
０
５
５
-２
５
２
-７
１
５
３

●
消
費
者
金
融
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
多
重

債
務
・
成
年
後
見
・
高
齢
者
問
題
・
遺
言
・

相
続
な
ど
で
困
っ
て
い
る
方
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会
︵
要
予
約
︶

日
時
 
平
成
22
年
10
月
９
日
︵
土
︶

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

場
所
 
富
士
河
口
湖
町
中
央
公
民
館

予
約
・
問
合
わ
せ
先

山
梨
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
-２
５
３
-２
３
７
６

村補助金 150,000

寄付金 1,254,000

合計 1,404,000

寄附件数 389件

花火代 600,000

抽選会景品代 414,000

各種団体への謝礼金 120,000

機材・車借上・電気工事代 等 90,000

うちわ・タオル等 180,000

合計 1,404,000

支出 支出
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任
期
満
了
に
伴
い
固
定
資
産
評
価
委

員
に
竹
之
本
地
区
の
佐
藤
光
栄
氏
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

元
気
で
生
き
生
き
と
生
活
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
六
十
五
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
介
護
予
防
教
室
を
九
月
三
日︵
金
︶

に
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
八
十

名
近
く
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
講

師
は
、
身
延
町
在
住
の
望
月
栄
司
さ
ん

で
し
た
。
漢
字
の
読
み
・
ギ
タ
ー
演
奏

に
合
わ
せ
て
の
歌
・
じ
ゃ
ん
け
ん
体

操
・
指
折
り
体
操
・
夜
店
な
ど
笑
い
が

あ
り
な
が
ら
も
脳
を
刺
激
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
教
室
で
し
た
。
ま
た
食
生
活
改

善
推
進
員
が﹁
地
産
地
消
﹂﹁
栄
養
バ
ラ

ン
ス
﹂
を
テ
ー
マ
に
野
菜
の
浅
漬
け
・

道
志
村
か
ら
は
主
に
介
護
予
防
運
動
教

室
参
加
者
の
二
十
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
障
害
物
競
争
・
玉
入
れ
・
ベ
ン
チ

サ
ッ
カ
ー
の
競
技
に
み
な
さ
ん
真
剣
に

参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

観
光
協
会
で
は
、
８
月
３
．
４
．
10
．

11
．23
．24
日
の
６
回
に
分
け
て
横
浜
市

立
学
校
の
新
採
用
教
職
員
７
３
６
名
の

宿
泊
研
修
受
け
入
れ
を
実
施
し
ま
し
た
。

人
間
関
係
づ
く
り
・
集
団
行
動
・
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
野
外
炊
事
・
社
会

奉
仕
活
動
・
水
源
保
全
等
の
研
修
を
行

い
、
横
浜
市
の
水
源
地
で
教
職
員
と
し

て
の
原
点
を
つ
く
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、﹁
道
志
村
と
横
浜
市

の
絆
や
水
の
大
切
さ
を
生
徒
た
ち
に
伝

え
て
い
き
た
い
﹂
等
の
感
想
を
い
た
だ

き
、
今
後
の
交
流
発
展
へ
と
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

８
月
28
日
に
横
浜
市
宅
建
協
会
の
ご

支
援
に
よ
り
、
道
志
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
対
中
日
ド

ラ
ゴ
ン
ズ
の
試
合
を
観
戦
し
て
き
ま
し

た
。当
日
は
、球
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
入

り
、
プ
ロ
選
手
が
活
躍
し
て
い
る
マ
ウ

ン
ド
で
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。団
員
に
と
っ
て
、心
に
残
る
夏

の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

道志村トピックス

豆
腐
入
り
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
全
参
加

者
に
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
鳴
沢
村
・
山
中
湖

村
・
道
志
村
の
三
村
合
同
の
ふ
れ
あ

い
運
動
会
が
九
月
十
日
︵
金
︶
山
中
湖

村
老
人
福
祉
し
あ
わ
せ
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
委
員
に

佐
藤
光
栄
氏

横
浜
球
場
へ
野
球
観
戦
に

行
っ
て
き
ま
し
た

横
浜
市
教
育
委
員
会
初
任
者
研
修

受
け
入
れ
を
実
施
し
ま
し
た

三
村
合
同
ふ
れ
あ
い
運
動
会
に

参
加
し
ま
し
た
！

大田村長から委嘱状の交付

介
護
予
防
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
！

介護予防教室の様子

ベンチサッカーに興奮！！

道の駅裏の河川清掃
（社会奉仕活動研修）の様子

横浜スタジアムで記念撮影
リリーフカーと一緒に・・・
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お
誕
生
お
め
で
と
う
︵
出
生
︶

西
和
出
村
 
 
杉
本
 
瑛�
�

斗�

く
ん

︵
届
出
人
︶杉
本
正
人

︵
８
月
届
出
︶

慶

弔

歳時記歳時記歳時記
なかなか日本ではなじみがないですが、時期になるとスーパ

ー等に顔があるかぼちゃのグッズが並びますね。どういったイ
ベントかと言うとキリスト教の聖人の祝日「万聖節」の前夜祭の事です。
元々は古代ヨーロッパの原住民ケルト族の収穫感謝祭がキリスト教に取り入

れられ、現在のハロウィンになったとされています。ケルト族の1年の終わりは10
月31日で、この夜は死者の霊が家族を訪ねたり、精霊や魔女が出てくると信じら
れていて、これらから身を守る為に仮面を被り、魔除けの焚火を焚いたそうです。
これに因み、31日の夜、かぼちゃをくり貫いて作ったジャック・オー・ランタ
ン(お化けカボチャ)にロウソクを立て、魔女やお化けに仮装した子供達が近くの
家を1軒ずつ訪ねて子供達はもらったお菓子を持ち寄り、ハロウィン・パーティ
ーを開いたりするそうです。日本でいう十五夜に似ていますね。

10月31日はハロウィンです。

佐
さ

藤
とう

優
ゆう

有
あ

ちゃん（馬場）

平成20年４月11日生
父 好起さん 母 典子さん

ヤマジノホトトギス（道志村内）

ユリの仲間で花の斑点がホトトギスの胸の斑点に
似ている事から名づけられました。

平賀さんで55人目となります。

●子どもたちに指導するきっかけは
自分自身こどもの頃から野球が好きで、社会

人になってからもチームでプレーしていまし
た。道志の子供たちに自分の知っている限りの
事を教えられればと思い指導を始めました。

●指導者としての考え
指導者・大人として子供達に伝えたいことは

野球だけではなくて、生きていくうえで努力す
ることを身に付けて欲しいということです。練
習では厳しい事もいいますが、この子達が中学
生や社会人になっても努力すれば成果が必ずあ
る、努力しないと何も得れないということをわ
かってくれればと思っています。また。あいさつ
も非常に重要で指導する子供たちに徹底してい
ます。野球を通じて人間として成長してくれれ
ば非常にうれしい。 

●今後の目標
人数が少なく試合の時など非常に苦しい運営

をしているので、現在部員大募集です。今後も何
とか存続させたいので野球に少しでも興味があ
る子どもたちがいましたら、気軽に練習に参加
してほしい。一緒にがんばっていこう。

道志野球スポーツ少年団

監督 平賀 雅文さん

ペットの写真募集！！
みなさん自慢のペットの写真を広報に掲載

してみませんか？お気軽に総務課までご連絡
ください。取材に伺います。


